


「
役
場
が
遠
く
な
っ
て
、
不
便
に

な
る
の
で
は
？
」

合
併
後
も
、
そ
れ
ま
で
の
市

役
所
や
町
村
役
場
は
引
続
き
新

市
町
村
の
支
所
や
出
張
所
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
し
、
ま
た
、

住
民
票
の
発
行
な
ど
地
域
ニ
ー

ズ
の
高
い
特
定
の
事
務
を
、
地

域
に
密
着
し
た
郵
便
局
が
取
扱

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
法
律

の
改
正
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
情
報
通
信
技
術
の
発

展
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
家
に

い
な
が
ら
に
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
請
等
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
空
間
距
離
は
問
題
と
な
ら

な
い
社
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り

ま
せ
ん
か
？
」

こ
れ
も
大
き
な
問
題
で
す
が
、

地
域
ご
と
の
懇
話
会
な
ど
従
来

か
ら
あ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

旧
市
町
村
間
の
調
整
を
図
る

「
地
域
審
議
会
」
を
設
置
し
、
合

併
前
の
旧
市
町
村
の
意
向
に
考

慮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
と
と
も
に
、
小
学

校
区
な
ど
で
住
民
の
方
々
が
主

体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
シ
ス
テ
ム

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
選
挙
に
際
し
て
は
、

合
併
前
の
旧
市
町
村
単
位
で
の

選
挙
区
を
弾
力
的
に
活
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
更
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
Ｉ
Ｔ
化
」
の
進
展

等
に
よ
り
、
行
政
に
対
し
て
新

し
い
形
で
の
住
民
参
加
が
可
能

と
な
る
で
し
ょ
う
。

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
ま
せ

ん
か
？
」

合
併
前
の
市
町
村
間
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
、
使
用
料
及

び
手
数
料
等
が
異
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
合
併
前
の
関
係
市

町
村
間
で
話
し
合
っ
て
決
め
ら

れ
ま
す
が
、
事
務
処
理
の
方
法

の
効
率
化
等
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
水
準
は
高
い
方
に
、
負
担
は

低
い
方
に
調
整
さ
れ
る
の
が
一

般
的
で
す
。

ま
た
、
合
併
し
な
い
で
小
規

模
町
村
の
ま
ま
で
は
限
界
の
あ

っ
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
、
合
併

に
よ
り
、
よ
り
高
度
・
よ
り
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

「
合
併
す
る
と
中
心
部
は
栄
え
る

が
、
周
辺
部
は
さ
び
れ
て
し
ま

い
ま
せ
ん
か
？
」

西
桂
町
で
も
地
域
的
に
い
え

る
こ
と
で
す
が
、
小
規
模
町
村

や
農
山
村
地
域
で
は
、
近
い
将

来
、
若
者
が
い
な
く
な
り
、
す

な
わ
ち
、
今
の
ま
ま
で
は
、
生

き
て
い
け
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
10
年
、
20

年
先
を
考
え
る
と
、
合
併
す
る

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域

を
支
え
る
若
者
層
が
激
減
し
、

こ
う
し
た
面
か
ら
地
域
が
存
続

で
き
な
い
よ
う
な
状
況
が
想
定

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
合

併
に
よ
り
一
定
規
模
の
中
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
、
支

え
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
地

域
の
大
き
な
構
造
変
化
な
ど
、

そ
の
厳
し
い
状
況
を
真
剣
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
地
域
独
特
の
個
性
や
文
化
、
伝

統
等
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
？
」

合
併
に
よ
っ
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
ま
で
塗
り

つ
ぶ
し
て
一
色
に
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
な
い
と
考
え
て

ま
す
。

現
在
、
人
口
10
万
人
あ
る
い

は
20
万
人
と
い
う
都
市
を
見
て

も
地
域
の
文
化
、
祭
り
、
芸
能

等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人

達
に
よ
っ
て
立
派
に
育
て
ら
れ
、

引
き
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

沢
山
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
、

文
化
、
伝
統
や
歴
史
は
、
行
政

が
直
接
リ
ー
ド
先
導
す
る
面
よ

り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住

民
が
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て

守
り
育
て
て
い
く
と
い
う
面
が

大
き
い
わ
け
で
す
が
、
合
併
に

あ
た
っ
て
は
、
当
然
、
こ
う
し

た
こ
と
に
も
充
分
配
慮
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
併
に
あ
た
っ
て
、
よ
く
い

わ
れ
ま
す
疑
問
点
等
に
つ
い
て
、

そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
、

今
後
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
真
剣
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

2

前
回
の
広
報
で
は
、
市
町
村
合
併
に
あ
た
っ
て
考
え
ら
れ
る
「
メ
リ
ッ
ト
」

や
「
デ
メ
リ
ッ
ト
」
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
合

併
に
あ
た
っ
て
の
質
疑
や
課
題
に
対
し
て
、
ど
う
考
え
、
ど
う
克
服
す
る

か
、
問
答
形
式
を
引
用
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市市
町町
村村
合合
併併
にに

つつ
いい
てて
考考
ええ
るる
④④

QAQA

QA

QAQA
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「
支
援
費
制
度
開
始
」
の

お
知
ら
せ

支
援
費
制
度
の
目
指
す
も
の

支
援
費
制
度
は
、
利
用
者
で
あ
る
障
害
の
あ
る
人
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

施
設
や
事
業
者
と
の
対
等
な
関
係
に
基
づ
き
、
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施

設
や
事
業
者
を
選
び
、
契
約
を
結
ん
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制
度
で
す
。

障
害
の
あ
る
人
の
尊
厳
を
重
視
し
た
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
制
度
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
必
要
で
す

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
も
含
め
、
平
成
15
年
４
月
以
降
に
在
宅
サ

ー
ビ
ス
（
居
宅
生
活
支
援
）
を
利
用
す
る
予
定
の
方
は
、
支
給
決
定
を
受
け
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

役
場
住
民
福
祉
課
の
窓
口
に
、
お
早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
訓
練
等
支
援
）
を
現
在
受
け
て
い
る
方
は
、
平
成
16

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
支
給
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
15
年
４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
前
に
支
給
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

支
援
費
制
度
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は

役
場
住
民
福
祉
課
に
申
し
込
み
（
支
援
費
支
給
申
請
）
を
行
い
、「
支
給
決
定
」

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
？

ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
使
え
る
の
？

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
先
は
ど
こ
？

利
用
者
負
担
は
あ
る
の
？

自
分
に
あ
っ
た
利
用
方
法
は
？

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
役
場
住
民
福
祉
課
の
窓
口
等
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

4

対
象
と
な
る
人
は
？

支
援
費
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

身
体
障
害
者

知
的
障
害
者

障
害
児

（
障
害
の
あ
る
18
歳
ま
で
の
児
童
）

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
？

支
援
費
制
度
の
対
象
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
は
、
在
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
と
施
設
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◎
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
生
活
支
援
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
を
含
む
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（

知
的
障
害
者
の
み
）

◎
施
設
サ
ー
ビ
ス（

施
設
訓
練
等
支
援
）

更
生
施
設

療
護
施
設
（
身
体
障
害
者
の
み
）

授
産
施
設

（
小
規
模
通
所
授
産
施
設
を
除
く
）

通
勤
寮
（
知
的
障
害
者
の
み
）

国
立
コ
ロ
ニ
ー
（
知
的
障
害
者
の
み
）

※

障
害
児
関
係
施
設
は
支
援
費
制
度

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
ど
お

り
で
す
。

サービス利用・手続きの流れ

障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

相談できるところ
・市町村の窓口
・福祉事務所
・障害者相談所
（身体・知的）
・児童相談所
・社会福祉協議会
・市町村障害者生活
支援事業の窓口
・障害児（者）地域
療育等支援事業の
窓口
・身体障害者相談員
・知的障害者相談員
・民生委員
・児童委員 等

情
報
収
集
・
相
談

申
　
　
　
請

申
請
内
容
の
審
査
と
支
給
決
定

受
給
者
証
の
交
付

利
用
の
申
し
込
み
と
契
約

サ
ー
ビ
ス
利
用

支
援
費
の
支
給

利用者負担額の支払い

支援費の請求

市町村は、利用
者の障害の状況や希
望等を聴いた上で、
支給決定をします。

支給決定がされると、市町村
から「受給者証」が交付されま
す。「受給者証」はサービスの申
し込みのときに必要となります。

支援費の請求と受
取りは、施設や事業
者が利用者に代わっ
て行います。

市町村は、
施設や事業者か
らの請求を審査
して、支援費を
支払います。

利用者は、
サービスに係る
費用の一部を施
設や事業者に支
払います。※

市町村の窓口に備えてある
申請書に必要事項を書いて、
収入や課税状況のわかる資料
をつけて申し込んでください。

利用したい施設や事業
所を選んで、サービスの
利用契約を結びます。

平
成
15
年
４
月
ス
タ
ー
ト
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町
か
ら
の

お
知
ら
せ

総
　
務
　
課

固
定
資
産
の
課
税
明
細
書
を

お
届
け
し
ま
す

平
成
15
年
度
に
お
け
る
固
定
資
産

の
「
課
税
明
細
書
」
の
送
付
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
15
年
１

月
１
日
現
在
に
お
け
る
固
定
資
産
の

内
容
を
、
所
在
地
や
地
籍
、
床
面
積
、

地
目
、
評
価
額
な
ど
土
地
、
家
屋
別

に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

今
年
５
月
中
旬
頃
発
送
予
定
の
平

成
15
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
は
、
こ
の
明
細
書
の
内
容
に
基
づ

い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

明
細
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
内
容
に
つ
い
て
ご
確
認
を
い
た

だ
き
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
願
い

①
こ
の
明
細
書
は
、
課
税
資
産
に
つ

い
て
の
明
細
を
お
知
ら
せ
し
、
内

容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
三
者

に
対
す
る
証
明
書
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

②
後
日
お
届
け
す
る
納
税
通
知
書
の

税
額
等
に
つ
い
て
は
、
端
数
処
理

を
し
ま
す
の
で
、
こ
の
明
細
書
と

は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
共
有
分
に
つ
い
て
は
、
評
価
額
は

共
有
資
産
全
体
、
課
税
標
準
額
と

税
額
は
、
持
分
に
応
じ
た
価
額
で

記
載
し
て
い
ま
す
。

④
確
定
申
告
な
ど
、
事
業
用
資
産
等

で
税
務
署
へ
申
告
す
る
際
は
、
こ

の
明
細
書
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⑤
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
に
固
定
資
産
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し

た
り
新
増
築
を
し
た
場
合
な
ど
は
、

税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑥
町
外
在
住
の
方
で
住
所
に
変
更
等

が
あ
っ
た
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

⑦
所
有
者
が
（
死
亡
等
）
で
居
な
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
親
族
協
議
に

よ
り
納
税
管
理
人
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
係
　
渡
辺

固
定
資
産
税
の
納
期
の

変
更
に
つ
い
て

今
年
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の

年
の
た
め
、
固
定
資
産
税
第
１
期
分

の
納
期
が
変
更
と
な
り
ま
す
。（
第
２

期
以
降
に
つ
い
て
は
従
前
と
同
じ
で

す
。）

各
期
の
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
期
　
６
月
２
日

第
２
期
　
７
月
31
日

第
３
期
　
12
月
25
日

第
４
期
　
２
月
末
日

前
納
報
奨
金
は
第
１
期
の
納
期
限

内
６
月
２
日
ま
で
に
す
べ
て
納
め
る

場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
納
入
通
知
書
は
５
月
中
旬

に
発
送
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
係
　
渡
辺

固
定
資
産
縦
覧
期
間
の
変
更

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
固
定

資
産
縦
覧
制
度
が
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
か
ら
、
納
税
者
が
自

分
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
に
つ
い
て
、

他
の
土
地
と
家
屋
と
比
較
で
き
る
よ

う
に
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
制

度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

縦
覧
期
間

改
正
前
　
３
月
１
日
〜
３
月
20
日

改
正
後
　
４
月
１
日
〜
６
月
２
日

縦
覧
内
容

土
地
及
び
家
屋
縦
覧
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
事
項

縦
覧
台
帳
記
載
内
容

土
地
及
び
家
屋
の
所
在
、
地
番

（
家
屋
番
号
）、
地
籍
（
又
は
構
造
）、

面
積
（
床
面
積
）、
価
格

お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
係
　
渡
辺

西
桂
町
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
助
成
事
業
終
了

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
普

及
・
促
進
・
乳
幼
児
の
交
通
安
全
を

目
的
と
し
、
平
成
12
年
１
月
４
日
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
助
成
事
業
が
、

平
成
15
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て

終
了
し
ま
す
。

交
付
実
績
と
し
ま
し
て
、
３
年
間

で
１
２
２
名
の
乳
幼
児
が
交
付
を
受

け
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
勝
俣

建
　
設
　
課

川
浚
い

４
月
６
日
（
日
）
は
、
川
浚
い
並

び
に
道
路
清
掃
の
実
施
日
で
す
。
雨

天
順
延
の
場
合
は
、
午
前
６
時
30
分

に
防
災
無
線
に
て
放
送
し
ま
す
。

な
お
、
順
延
日
は
４
月
７
日
（
月
）

で
す
。
町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
前
田

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

平
成
15
年
度

母
親
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
、
子
供

と
一
緒
に
楽
し
く
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
み
た
い
人
、
遠
く
か
ら
お
嫁
に

き
て
子
育
て
の
仲
間
が
ま
だ
い
な
い

人
、
近
所
に
子
供
の
遊
び
相
手
が
い

な
い
の
で
探
し
て
い
る
人
・
・
・
な

ど
な
ど
、
母
親
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
楽
し
い
仲
間
が
い
っ
ぱ

い
！月

に
一
度
の
活
動
で
、
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
子
育
て
が
楽
し
く

な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

活
動
日

毎
月
第
３
木
曜
日

主
な
活
動

親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
・
手
芸
・
料
理

実
習
・
工
作
・
自
然
体
験
・
ク
リ
ス

マ
ス
会
な
ど

入
会
費

無
料

申
込
み

電
話
又
は
直
接
児
童
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

児
童
館
　
川
村
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住
民
福
祉
課

平
成
15
年
度

各
種
検
診
の
申
込
み

各
種
検
診
の
申
込
み
に
愛
育
会
の

役
員
さ
ん
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、
検
診
の
申
込
み
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
愛
育
会
の
組
織
が
無
い
地

区
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
各
自
い

き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
検
診
内
容
は
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
70
歳
以
上
の
方

は
無
料
と
な
り
ま
す
。
検
診
料
は
当

日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
届
け
す
る
書
類
は
「
平

成
15
年
度
検
診
状
況
調
べ
及
び
検
診

申
込
書
」「
年
間
行
事
予
定
表
」「
結

核
健
康
診
断
受
診
票
及
び
肺
検
診
問

診
票
」
と
な
り
ま
す
。

肺
・
結
核
住
民
検
診

日
時
・
場
所

４
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
　
　

倉
見
公
民
館

４
月
16
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
３
時

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
月
17
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
　

西
桂
町
役
場

４
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

西
桂
小
学
校

生
活
習
慣
病
検
診

期
　
日
　
７
月
16
日
（
水
）

７
月
17
日
（
木
）

10
月
29
日
（
水
）

10
月
30
日
（
木
）

検
診
項
目
・
自
己
負
担
金

◎
循
環
器
検
診

（
腎
臓
・
肝
臓
・
血
糖
含
む)

１
千
５
０
０
円

◎
大
腸
が
ん
検
診
　
５
０
０
円

◎
結
核
検
診
・
肺
が
ん
検
診

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
痰)

痰
５
０
０
円

◎
胃
が
ん
検
診
　
１
千
円

◎
肝
が
ん
検
診
　
１
千
円

◎
歯
科
検
診
　
無
料

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

期
　
日

５
月
・
11
月

検
診
項
目
・
自
己
負
担
金

◎
子
宮
が
ん
（
頚
･
体
）
１
千
５
０
０
円

◎
乳
が
ん
　
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
槙
田

Ｂ
型
機
能
訓
練

「
西
桂
町
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

参
加
者
募
集

平
成
15
年
度
も
高
齢
者
を
対
象
に

「
自
ら
の
健
康
づ
く
り
」「
生
き
が
い

づ
く
り
」
「
社
会
参
加
」
を
目
的
に

「
西
桂
町
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
を
と

お
し
て
一
人
ひ
と
り
が
高
齢
期
を
明

る
く
い
き
い
き
過
ご
し
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
る
よ
う
月
に
１
〜
２
回

の
Ｂ
型
機
能
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
、
各
地
区
寿
ク

ラ
ブ
役
員
さ
ん
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
槙
田

禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

禁
煙
し
た
い
方
、
保
健
師
、
栄
養

士
が
あ
な
た
の
禁
煙
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
希
望
者
は
、
い
き
い
き
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
先
着
９
名
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
槙
田

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室参

加
者
募
集

運
動
の
習
慣
を
つ
く
り
健
康
の
維

持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
次

の
と
お
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
全
身
を
使
っ
た

有
酸
素
運
動
で
す
。
生
活
習
慣
病
の

予
防
・
膝
関
節
痛
・
腰
痛
・
肩
こ
り

な
ど
を
予
防
。
ま
た
、
踊
っ
て
い
る

う
ち
に
自
然
と
心
が
豊
か
に
な
り
癒

さ
れ
ま
す
。
ゆ
る
や
か
な
動
き
で
す

の
で
年
配
者
や
運
動
の
苦
手
な
方
で

も
楽
し
く
運
動
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

積
極
的
に
か
ら
だ
を
動
か
し
い
い

汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
合
わ
せ
て
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
栄
養
教
室

を
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
４
月
30
日
ま
で

に
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
保

健
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

期
　
日

５
月
６
日
（
火
）
・
13
日
（
火
）
・

20
日
（
火
）
・
27
日
（
火
）

６
月
３
日
（
火
）
・
10
日
（
火
）
・

17
日
（
火
）
・
24
日
（
火
）

７
月
１
日
（
火
）
・
８
日
（
火
）
・

15
日
（
火
）
・
22
日
（
火
）

時
　
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

健
康
運
動
指
導
士

ス
マ
イ
ル
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
　

田
中
真
理
子
先
生

栄
養
教
室

期
　
日

７
月
29
日
（
火
）

場
　
所

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

栄
養
教
室
　
新
田
栄
養
士

お
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
槙
田

駐
在
所
だ
よ
り

新
入
学
児
童
・
園
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
運
動

新
入
学
児
童
・
園
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
運
動
が
、
４
月
１
日(

火)

か

ら
10
日(

木)

ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

４
月
は
新
入
学
、
新
入
園
の
季
節

で
す
。
子
供
の
動
き
に
は
十
分
注
意

し
て
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
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今
回
は
、
倉
見
の
川
村
吾
一
さ
ん

が
「
西
桂
町
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
２
月

12
日
の
活
動
は
、
ゴ
ミ
を
集
め
た
後

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
で
渡
辺
と
き
江
先
生
に

旅
行
の
時
に
踊
る
踊
り
を
教
わ
り
ま

し
た
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
良
い
汗
を

か
き
、
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

思
い
思
い
に
入
浴
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
26
日
の
活
動
は
、
ゴ
ミ
を

集
め
た
後
、
美
味
し
い
手
作
り
中
華

料
理
を
食
べ
よ
う
と
「
い
き
い
き
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
で
調
理
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
男
の
人
も
、
手
つ
き

良
く
包
丁
を
持
っ
て
調
理
に
参
加
し

ま
し
た
。
か
き
卵
ス
ー
プ
も
見
事
な

出
来
栄
え
で
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
人
が
誘
い
合
っ

て
、
数
日
前
か
ら
集
め
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に
ゴ
ミ
を
集

め
て
き
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
川

村
さ
ん
も
「
町
を
き
れ
い
に
す
る
の

は
気
持
ち
が
良
く
、
皆
さ
ん
の
輪
も

広
が
っ
て
楽
し
い
で
す
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ア

を
し
て
元
気
で
す
。

No.59

「暮らしの中に運動を」まずは歩くこ

とを推進。心身のリフレッシュや気分

転換を図り、精神的肉体的な健康づく

りを行うために今年度も歩こう会を年

３回計画します。

希望者は、いきいき健康福祉センター

保健係までお申込みください。

募集は、定員になり次第締切らせてい

ただきます。

「歩こう会」年間計画「歩こう会」年間計画
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３
月
６
日
（
木
）
町
営
三
ッ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
県
そ
ば
打
ち
名
人
腕
自
慢
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
か
ら
８
団
体
が
参
加
し
、
三
た
て
（
引
き

立
て
・
打
ち
立
て
・
茹
で
た
て
）
を
基
本
に
チ
ー
ム
独
自
の
そ
ば
粉
と
小

麦
粉
の
割
合
に
秘
伝
の
た
れ
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
腕
を
振
い
ま
し
た
。

今
大
会
の
順
位
は
、
参
加
者
及
び
見
学
者
が
１
番
だ
と
思
っ
た
チ
ー
ム

に
投
票
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
８
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
味
に
優

劣
が
つ
け
き
れ
ず
２
箇
所
以
上
に
１
番
を
つ
け
無
効
に
な
る
投
票
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
位
　
鰍
沢
町
　
つ
く
た
べ
か
ん

２
位
　
西
桂
町
　
三
ツ
峠
体
験
工
房

３
位
　
明
野
村
　
体
験
工
房
あ
け
の

試
食
し
た
方
々
は
、
１
度
に
試

食
す
る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
感
じ

ら
れ
な
い
チ
ー
ム
の
味
の
違
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
名
人

腕
自
慢
大
会
開
催

第２回



春
の
全
国
交
通

安

全

運

動

春
い
ち
ば
ん

安
全
い
ち
ば
ん

ま
ず
ベ
ル
ト

５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日

間
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

に
交
通
安
全
の
知
識
を
普
及
し
、
交

通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

運
動
の
重
点
目
標

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
絶
滅

子
供
の
安
全
は
大
人
が
守
る

子
供
の
命
を
守
る
た
め
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
不
可
欠
で

す
。
平
成
14
年
度
か
ら
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
自
動
車
の
運
転
者
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な
い

で
６
歳
未
満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ

て
、
運
転
し
た
場
合
は
減
点
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

富
士
吉
田
市
で
は
「
歩
こ
っ
！
富

士
山
」
事
業
の
一
環
と
し
て
「
富
士

道
あ
ん
ぎ
ゃ
」
を
平
成
10
年
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
富
士
吉
田
ま
で
の
１
２

０
km
の
道
の
り
は
、
人
生
の
ひ
と
つ

の
区
切
り
と
し
て
、
自
分
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

内
　
容

東
京
日
本
橋
か
ら
北
口
本
宮
富
士

浅
間
神
社
ま
で
の
富
士
道
約
１
２
０

km
を
４
泊
５
日
で
歩
き
、
富
士
山
開

山
前
夜
祭
に
参
加
し
ま
す
。

期
　
間

６
月
26
日
（
木
）
〜

30
日
（
月
）
の
５
日
間

参
加
費

１
人
５
万
円
（
食
費
、
宿
泊
費
、

保
険
料
、
金
剛
杖
、
行
衣
代
等
）

募
集
人
員

20
名

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。）

応
募
資
格

高
校
生
以
上
70
歳
以
下

の
健
康
な
方

募
集
期
限

５
月
30
日
（
金
）

申
込
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実
施

要
領
及
び
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

富
士
吉
田
市
富
士
山
課

「
歩
こ
っ
！
富
士
山
」
実
行
委
員
会

電
話
０
５
５
５
（
２
２
）
１
１
１
１

内
線
４
２
３
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「「
ＴＴ
ＥＥ
ＰＰ
ＣＣ
ＯＯ
葛葛
野野
川川
ＰＰ
ＲＲ
館館
」」
オオ
ーー
ププ
ンン

東
京
電
力
が
大
月
市
に
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
Ｐ
Ｒ
施
設
「
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
葛
野
川
Ｐ
Ｒ
館
」
は
、
４
月
24
日
（
木
）
に
オ
ー
プ
ン
（
一
般
公
開
）

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
Ｐ
Ｒ
館
は
、
葛
野
川
発
電
所
を
は
じ
め
と
す
る
電
力
関
係
の
展
示

と
、
地
域
の
自
然
・
観
光
・
物
産
な
ど
の
紹
介
を
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に

よ
り
、
当
社
と
地
域
の
方
々
や
お
客
さ
ま
が
「
ふ
れ
あ
う
」
こ
と
を
目
指

し
た
施
設
で
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は

・
空
か
ら
見
た
大
月
市
周
辺
の
巨
大
な
地
形
図
が
床
に
描
か
れ
、
パ
ソ
　

コ
ン
で
地
域
の
情
報
が
調
べ
ら
れ
る
「
バ
ー
ズ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ジ
」

・
猿
橋
の
は
ね
木
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
シ
ア
タ
ー
で
、
地
域
の
歴
史
・
自

然
・
文
化
や
発
電
所
を
紹
介
し
た
立
体
映
像
を
上
映
す
る
「
猿
橋
劇
場
」

・
葛
野
川
発
電
所
の
し
く
み
と
役
割
が
、
映
像
と
模
型
で
理
解
で
き
る

「
葛
野
川
発
電
所
モ
デ
ル
」

・
発
電
所
か
ら
家
庭
ま
で
の
電
気
の
流
れ
が
、
見
学
者
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で

体
験
で
き
る
「
電
気
の
道
」

・
山
梨
の
電
気
の
歴
史
や
桂
川
水
系
の
発
電
所
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
見
ら

れ
る
「
情
報
ウ
ォ
ー
ル
」

・
地
域
の
特
産
品
と
、
富
士
山
・
観
光
名
所
な
ど
の
写
真
を
展
示
す
る

「
地
域
ス
ペ
ー
ス
」

な
ど
が
あ
り
、
実
際
に
見
れ
、
触
れ
て
、
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
楽
し

い
施
設
で
す
。

ま
た
、
葛
野
川
発
電
所
（
地
下
発
電
所
）
と
葛
野
川
ダ
ム
（
下
部
ダ
ム
）

を
ご
案
内
す
る
現
地
見
学
（
所
要
２
時
間
30
分
、
事
前
予
約
制
・
無
料
）

を
受
付
け
ま
す
の
で
、
世
界
最
大
級
の
有
効
落
差
を
誇
る
葛
野
川
発
電
所

に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

場
　
　
所

大
月
市
賑
岡
町
強
瀬
１
１
０
１
―
２

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

現
地
見
学
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

休

館

日

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始

入

館

料

無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

電
話
０
５
５
４
（
９
０
）
８
６
０
０
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２月22日（土）児童館紙粘土クラブでは今年度最
後の活動を行いました。一人ひとり手形を作り、
それに色づけをし、作品作りに取り組みました。
大勢の参加者があり、楽しく活動しました。

２月25日（火）自然体験として、母親クラブでは
イチゴ狩りに出かけました。赤く色づいたいちご
をほおばると、口の中は、春の香りでいっぱいに
なりました。親子で春を感じた１日でした。

３月のひよこ学級は、親子でリズム体操を行いました。子供と
一緒にリズムに乗って体を動かし親子運動会などをして楽しみ
ました。子供と触れ合いながら、お母さんはシェイプアップで
き、とても楽しいひと時でした。

今年も交通安全協会西桂支部よ
り、小学生を交通事故から守る
ために、交通安全のランドセル
カバーが全校生に贈られました。
善意に心から感謝申し上げます。

２月８日（土）児童館では、バレンタインのチョコ
レート作りを行いました。板チョコを溶かし、自分
で作った型に流し込み、デコレーション。「誰にあ
げるの？」「内緒」そんな会話も聞こえてきました。

交交通通安安全全を
を願願
いい

ひひよよここ学学級級

母母親親ククララブ
ブ

チチョョココレレー
ートト
作作りり

紙紙粘粘
土土ククラ
ラブブ 児童館



保
護
者

・
柿
　
園
　
井
　
上
　
光
　
琉
　

勤

・
柿
　
園
　
渡
　
邉
　
ほ
の
か

了
之

お
め
で
た
（
誕
生
）

平成15年３月１日現在

男 ２,４１７人（－３）

女 ２,５５９人（＋１）
合計４,９７６人（－２）
世帯１,４５９世帯（－２）

人口と世帯

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

・
倉
　
見
　
藤
　
江
　
君
　
代
　
正
孝

・
倉
　
見
　
古
　
内
　
欽
　
吾
　
喜
美
子

平
成
15
年
２
月
届
出

宝くじ助成事業により災害用仮設トイレを購入
（財）自治総合センターが宝くじの普及広報事業の一環と

して行なっているコミュニティ助成事業により、災害用仮

設トイレを５基購入しました。

宝くじの収益金の一部が、地域のコミュニティ活動の育成

に役立てられています。

お
し
あ
わ
せ
に
（
婚
姻
）

・
川
　
村
　
敏
　
一
　
倉
　
見

・
具
志
堅
　
美
　
乃
　
沖
縄
県

（


